春の 枯葉 

_ 一 幕 三 場 

太宰治 



津軽 半島、 海岸の 僻村 _ 

寺。 

昭和 一 一十 一 年、 四月。 



(野中) (蒼 ざめ た 顔に 無理に 微笑 を 浮べ) 何も、 叱る 

んじ やない の だ。 なんだい お前 は、 もう 高等科 二 

年に もな つたく せに、 そんなに 泣いて、 みつとも 

ない ぞ。 さあ、 ちゃんと、 涙 を 拭け。 (野中 自身の 

腰に さげて ある タオル を、 学童に 手渡す) 

(学童) (素直に タオルで 涙 を 拭く) 

(野中) (その タオル を 学童から 取って、 また 自分の 腰 

にさげ) よし、 さあ 歌って ごらん。 叱リ やしない。 

決して 叱らない から、 いまお 前た ちが、 あの、 外 

の グランドで 一緒に 歌って いた 唱歌 を、 ここで 

歌って ごらん。 低い 声で かまわな いから、 歌って 



ごらん。 叱 るん じ やな いんだよ。 先生 は、 あの 歌 

を、 ところどころ 忘れた のでね、 お前から いま 教 

えて もらおうと 思って いるの だ。 それだけ なんだ 

から、 安心して、 さあ、 ひとつ 男らしく、 歌って 

聞かせて くれ。 (言いながら、 最前列の 学童 用の 

椅子に 腰をおろす。 つまり 観客に 対して は、 うし 

ろ 向きになる) 

学童 は、 観客に 対して 正面 を 向き、 気を附 けの 姿 

勢 を 執り、 眼 をつ ぶって、 低く 歌う。 



はる、 こうろうの 花の えん、 

めぐる さかずき、 影 さして、 

ちょの 松が え、 わけいで し、 

むかしの 光、 いま いずこ。 

(学童) (歌い 終って うつむく) 

まお づ え 

(野中) (机に 頰杖 をつ き) ありがとう。 いや、 先生 は 

ね、 お前た ち も 知っている ように、 唱歌 は あまり 

得意で ない のでね、 その 歌 も、 うろ覚え でね、 お 

かげで、 やっとい ま はっきりと 思い出した。 悲し 

い 歌 だね。 ちかごろ お前た ち は、 よく その 唱歌ば 



かり 歌って いるよう だが、 誰か 先生が 教えて くれ 

たの？ 

(学童) (首 を 振る) 

(野中) 誰も 教えて くれなくても、 自然に 覚えた の？ 

(学童) (だまって いる) 

(野中) この 歌の 意味が、 よく わかって 歌って いる 

の？ いや、 この 歌が、 お前 たちのい まの 気持に 

一ばん ぴったりす るから、 それ だから 歌って いる 

の？ 

(学童) (うなだれた まま、 だまって いる) 

(野中) 決して 叱り やしないから、 思って いる 事 を 



そのまま 言って ごらん。 先生 もね、 いま いろいろ 

考えて いるんだ。 さっき も あんな 工合に、 (と、 

ちょ つ と 正面の 黒板 を 指差し) さまざま 黒板に 書 

いて、 新しい 日本の 姿と いう もの をお 前た ちに 教 

えたつ もり だが、 しかし、 どうも、 教えた あとで 

さび 

何だか、 たまらなく 不安で、 淋しくな るの だ。 僕 

に は 何も わかって いな いんじゃ ないか、 という 気 

さえして 来る の だ。 かえって、 お前た ちに 教えて 

もらわなければ ならぬ ことがあ るん じ やない かと 

も 考えられ てな。 それで、 どうなん だい？ お前 

たち は、 あの 歌 を、 どんな 気持で 歌って いるの か、 



それ をまず 正直に、 先生に 教えて くれない か？ 

やっぱり、 淋しくて たまらな いから、 あんな 歌 を 

うたいた くなる のかね？ それとも、 何 か、 いた 

ずらの 気持で 歌って いるの かね？ どうなん だ 

い？ 

(学童) (だまって いる) 

ひと こと 

(野中) なんとか 一言で いいから、 言って くれよ。 

まさか、 お前た ち は、 腹の 中で 先生 を 笑って いる 

の じゃある まいな。 (ひとりで 低く 笑い、 立ち上 

り) もういい。 帰って よろしい。 しかし、 気持 を 

暗く する ような 歌 は、 あまり 歌わん ほうがい いな。 



のえん、 めぐる さかずき、 影 さして、 と 歌う。 

舞台す こし 暗くなる。 斜陽が 薄れて 来たので ある。 

くす くす 忍び笑いして、 奥 田 菊 代、 上手の 出入口 

より 登場。 

(菊 代) なかなかお 上手ね、 先生。 

(野中) (おどろき、 振り かえって 菊 代 を 見つけ、 苦笑 

して) なんだ、 あなた か。 (黒板 を 拭き 終って 正面 

を 向き) ひやかし ちゃい けません。 

(菊 代) あら、 本当よ。 本当に、 お 上手よ。 す ばら 



ノ ヽ 、、ヽ JTT ノ。 

しレ ノ 1 ノト、 ノ 

(野中) (いよいよ 口 を ゆがめて 苦笑し) よして 下さい、 

だ い おんち 

ばかばかしい。 僕ん ところ は 親の代から 音痴なん 

です。 (語調 を かえて) 何 か 御用？ 奥 田 先生なら、 

つ いさつき 帰った ようです よ。 

(菊 代) いいえ、 兄さんに 逢いに 来たん じ やな いん 

です。 (たわむれに、 わざと 取り澄ました 態度で) 

本日 は、 野中 弥ー 先生に お 目に かかりたくて まい 

りました。 

(野中) な あんだ、 うちで 毎日、 お 目に かかって る 

じ やない か。 



(菊 代) ええ、 でも、 同じ うちにいても、 なかなか 

二人き りで 話す 機会 は 無い もの だ わ。 あら、 ごめ 

ん。 誘惑す るん じ やない わよ。 

(野中) かまいませんよ。 いや、 よそう。 兄さんに 

怒られる。 あなたの 兄さん は、 まじめ じ やからの 

う。 

(菊 代) あなたの 奥さん だって、 まじめ じ やからの 

う。 

二人、 笑う。 野中 教師 ゆっくり 教壇から 降リ、 

しもて なが 

下手の ガラス戸に 寄り添って 外 を 眺める。 菊 代 は 



学童の 机の 上に 腰 を かける。 華美な 和服の 着流し。 

(野中) (菊 代の ほうに 背 を 向け、 外の 景色 を 眺めな が 

ら) もう、 すっかり 春 だ。 津 軽の 春 は、 ド カンと 

いっとき 

一 時に やって来 るね。 

(菊 代) (しんみり) ほんとうに。 ホップ、 ステップ、 

エンド、 ジャンプ なんて 飛び 方でなくて、 ほんの 

ワンステップで、 からりと 春に なって しまう のね 

え。 あんなに 深く 積って いた 雪 も、 あっと 思う ま 

もな く 消えて しまって、 ほんとうに 不思議で、 お 

そろし いくらいだ つたわ。 あたし は、 もう 十 年 も 



津 軽から 離れて いたので、 津 軽の 春 は ワン ス テツ 

プで やって来る という 事 を、 すっかり 忘れて いて 

あんなに 野 山 一 めんに 深く 積って いる 雪が みんな 

消えて しまう のに は、 五月 いっぱい かかる のじ や 

ないか しらと 思って いたの。 それが、 まあ、 ねえ 

消え はじめた と 思ったら、 十日と 経たない うちに 

きれ い 

綺麗に 消えて しまった じ やない の。 四月の はじめ 

に、 こんな、 春の 青草 を 見る 事が 出来る なんて、 

思い も 寄らなかった わ。 

(野中) (相 変らず 外の 景色 を 眺めながら) 青草？ し 

かし、 雪の下から 現われた の は 青草 だけ じ やない 



んだ。 ごらん、 もう 一 面の 落葉 だ。 去年の 秋に 

散って 落ちた 枯葉が、 そのまん ま、 また 雪の下 か 

ら 現われて 来た。 意味ない ね、 この 落葉 は。 (ひ 

くく 笑う) 永い 冬の 間、 昼も夜も、 雪の下 積に なつ 

て 我慢して、 いったい 何 を 待って いたのだろう。 

ぞっとす るね。 雪が 消えて、 こんなき たなら しい 

姿 を 現わした ところで、 生き かえる わけはな いん 

だし、 これ はこの まま 腐って 行く だけなん だ。 (菊 

代の ほうに 向き 直り、 ガラス戸に 背 を もたせかけ、 

きた 

笑いながら 冗談み たいな 口調で) めぐり 来れる 春 

も、 このく たびれ 切った 枯葉た ちに は、 無意味 だ。 



しんぼう 

なんの ために 雪の下で 永い 間、 辛抱して いたの だ 

ろう。 雪が 消えた ところで、 この 枯葉た ち は、 ど 

うに もな り やしないんだ。 ナンセンス、 という も 

の だ。 

菊 代、 声 立てて 笑う。 

(野中) (わざと まじめな 顔に なって) いや、 笑い ごと 

じゃありません よ。 僕たち だって、 こんな ナン セ 

ンスの 春の 枯葉 かも 知れない さ。 十 年間 も、 それ 

以上 も、 こらえて、 辛抱して、 どうやら 虫の よう 



に、 わずかに 生きて 来たよう な 気がして いる けれ 

ども、 しかし、 いつのまにやら、 枯れて 落ちて 死 

んで しまって いるの かも 知れない。 これから は、 

ただ 腐って 行く だけで、 春が 来ても 夏が 来ても、 

永遠に よみがえる 事がない のに、 それに 気がつか 

ず、 人並に 春の 来る の を 待って いたりして、 まる 

でもう 意味の 無い 身の上に な つ てし ま つ てい るん 

じ やない のかな。 

(菊 代) (あっさり) 案外、 センチメンタルね、 先生 は。 

しっかりな さいよ。 先生 はま だお 若い わ。 これ か 

らじ やない の。 



(野中) (ちょっと 本気に 怒った みたい に 顔をしかめ) 

くだらん 事 を 言つ ちゃ いけない。 僕 はもう 三十 六 

いなかもの 

です。 都会の 人た ちと 違って、 田舎者の 三十 六と 

言えば、 もう 孫が 出来て いる 年頃 だ。 からかつ 

ちゃい けません。 

(菊 代) でも、 先生に はま だお 子さん がお ひとり も 

無い じ やない の。 だから、 どこかお 若く見える わ。 

奥さん だって、 あんなに お 綺麗で、 あたしよ リ若 

いくらい。 いくつ 違う のか しら。 

(野中) 誰と です か？ 

(菊 代) あたしと、 よ。 



(野中) (興味 無 さそう に) 女房 は、 三十 一 です。 

(菊 代) じゃあ、 あたしと 八つ も 違う のね。 ずい ぶ 

ん 若く見える わ。 家 附き娘 だけあって、 貫禄 は あ 

るし、 どこから 見た つて 立派な 奥さん だ わ。 先生 

は 果報者ね。 あんな 奥さん だったら、 養子 もまん 

ざら でないでしょう？ 

(野中) (いよいよ、 不機嫌 そうに) なぜ、 あなた は、 

そんなつ まらない 事ば かり 言う のです。 よし ま 

しょう、 もう、 そんな 話 は。 何 かきょう 僕に 用事 

でもあって 来たので すか？ 

(菊 代) (平然と) お金 を 持って来 たのよ。 



(野中) お金 を？ 

(菊 代) そうよ。 (帯の 間から、 白い 角 封筒 を 出し、 

歩いて 野中 教師の 傍に 寄り) 先生、 黙って、 ね、 

何もお つ しゃらずに、 黙って、 受け取って 頂戴 ！ 

(野中) (無意識の 如く 払いの け) なに、 なんです か？ 

(菊 代) いいのよ、 先生。 平気な 顔して 受け取って 

よ。 そうして、 おすきな ように 使って 頂戴。 誰に 

も 言つ ちゃ、 いやよ。 

(野中) (腕組みして 苦笑す る) わかりました。 しかし、 

僕 も、 落ちた もの だな。 菊 代さん、 まあいい から、 

その 封筒 は そちらへ 引 込めて 下さい。 



菊 代、 封筒 を 持て あまして、 それ を、 傍の 学童の 

机の 上に そ つ と 置く。 

(野中) 御 承知の ように、 僕のと ころ は 貧乏です。 

ひどく 貧乏です。 どんな 人で も、 僕の 家に 間借り 

して、 同じ 屋根の 下に 住んで みたら、 田舎 教師と 

いう 者の ケチ 臭い みじめな 日常生活に は、 あいそ 

こと 

が 尽きる に違いないんだ。 殊につ い 最近、 東京 か 

ら疎郾 して 来たば かりの 若い 娘さんの 眼に は、 も 

うとても 我慢の 出来ない 地獄 絵の ように 見える か 



も 知れない。 しかし、 御 心配 無用なん だ。 あなた 

たちの 御 同情 は、 ありがたい けれども、 しかし、 

僕たちの 家庭に はまた 僕たちの 家庭の プライドが 

あるんだ。 かえって 僕たち は、 あなたた ちに 同情 

している くらい なんだ。 そんな、 お金なん か、 そ 

んな、 そんな 心配 は 今後 は 絶対にし ないで 下さい。 

僕たち は あなたた ちから 毎月 もら つ ている 部屋代 

だって、 高す ぎる と 思って いるんで す。 気の毒に 

思って いるんだ。 さあ、 もう、 わかった から、 そ 

んな お金なん か、 ひっこめて 下さい。 一緒に 家へ 

帰りましょう。 菊 代さん！ でも、 あなた は、 (し 



げしげ と 菊 代の 顔 を 見つめて) いいひとで すね。 

御 好意 だけ は、 身にしみて 有難く 頂戴し ました。 

(軽く 笑って) 握手し ましょう。 

野中 教師、 右手 を 差し出す。 ぴ しゃと 小さい 音が 

聞え る ほど 強く 菊 代 は その 野中の 掌 を 撃つ。 

ちょうしょう 

(菊 代) (嘲 笑 の 表情で) ああ、 きざ だ。 思いち がい 

しないで ね。 間が 抜けて 見える わよ。 あたし は 何 

でも 知っている。 みんな 知っている。 そんな 事 を 

おっしゃっても、 あなたた ち は、 本当 はお 金が ほ 



ふくしゅう 

方に なって ね！ あたし は復謦 したいん です。 

先生、 その 封筒の 中には、 あなたの 奥さんの 一ば 

ん 喜ぶ ものが はいって いるんで す。 全部、 新 円で 

す。 あたしが 自分で もうけた お金です から、 誰に 

も 遠慮 は 要らな いんです。 

二、 三の 学童の 口笛が 聞え る。 はる、 こうろうの 

花の えん、 の 曲の 合奏で ある。 

(菊 代) (その 口笛に 聞 耳 を 立て) おや、 あたしのお 友 

だち が 迎えに 来た。 行かな くち やい けない。 それ 



じゃあ、 お願いし てよ。 いいでしょう？ 奥さん 

にね、 あたしから だって 言わないで、 先生から 何 

じ よ うず う そ 

とか 上手に 噓 ついて 奥さんに あげてよ。 あのお 澄 

ましの 奥さんが、 どんな 顔 をす るか、 ああ 愉快 だ。 

かみて 

菊 代、 上手の 出入口に 向って 走り去る。 野中 教師、 

は つ と 気を取り直して 呼びと める。 

(野中) お待ちなさい、 菊 代さん。 どこへ 行く ので 



菊 代、 戸口のと ころに 立ち上り、 野中 教師の ほう 

にくる りと 向き 直る。 口笛 は、 なお 聞え ている。 

(菊 代) (ほがらかに) お 友 だち のと ころへ。 

(野中) それじゃ あの 歌 は、 あなたが 教えて やった 

のです ね？ 

(菊 代) (むしろ 得意そう に) そうよ。 あたした ち は 音 

楽 会 を ひらく のよ。 音楽会 を ひらいて もうける の 

よ。 新 円 を かせぐ のよ。 はる、 こうろう、 も、 そ 

とうじん きち 

れ から、 唐人お 吉も、 それから 青い 目 をした 異人 

さんと いう 歌 も、 みんな あたしが 教えた のよ。 



きょうは これから みんなで お 寺に 集つ てお 稽古" 

うちへ 帰る のがお そくなる でしよう から、 兄さん 

にそう 言って ね、 日本の 文化の ためです からって 

ね。 

菊 代、 くすくす笑いながら 退場。 口笛 はなお 続く。 

舞台 また 少し 暗くなる。 

野中 教師、 菊 代 を 二、 三 歩 追い かけ、 それから 立 

ち どま リ、 引返して 机の 上の 角 封筒 を 取り上げ、 

上衣の ポケットに 入れて、 少し 考え、 また 取り出 

して 封筒の 中 を しらべる。 大型の 紙幣、 一枚 二 枚 



と 黙って 数える。 十 枚。 あたり を 見 まわす。 また 

数え 直す。 

—— 舞台、 静かに 廻る。 

第一 一場 

舞台 は、 国民学校 教師、 野中 弥ー 宅の 奥の 六 畳 間 _ 

ここ は、 奧田義 雄、 同 菊 代の 兄妹が 借りて いる。 

部屋の 前方 は 砂地の 庭。 草 も 花 もな し。 きたなげ 

のぎ 謂 「春の 枯葉」 のみ、 そち こちに 散らばって 

いる。 



(しづ) (洗濯物 を 取り込み、 それ を 両腕に 一 ぱい かか 

かみて 

え、 上手に 立ち去り かけて、 ふと 縁側の ほう を 見 

て 立ち どまり) あら、 奥 田 先生、 お 鍋が 吹き こぼ 

れ ています よ。 

(奥 田) (あわてて 鍋の 蓋 を 取り、 しづの 方 を 見て 苦笑 

し) 妹が またき よう も、 どこかへ 飛び出して、 帰 

らな いもの だから、 どうも。 

(しづ) おや、 おや。 それで は、 お兄さん もたいへ 

んで すね。 (笑いながら 縁側に 近寄り) 何 を 煮て 

いらつ しゃる の？ 



(奥 田) (いそいで また 鍋の 蓋 をして) いや、 これ は 見 

せられません。 何でもかんでも ぶち 込んで 煮て、 

そうして 眼 をつ ぶ つ て 呑み込んで しまう つもりな 

ん です。 

(しづ) (声を立てて 笑って) 本当に、 男の 方の 炊事 は 

お気の毒で、 見て 居られません わ。 あとで、 おし 

ん こか 何 か 持って来て あげましょう。 

(奥 田) (まじめに) いいえ、 何も 要りません。 学生の 

頃から 十 何年 間、 こんな 生活ば かりして 来たので、 

かえって 妹と 一 緒に いて 妹の へんに 気取った 料理 

など を 食べる の は、 不愉决 なくら いなんです。 (書 



籍を 持って 立ち上り、 部屋へ はいって、 電燈 をつ 

ける。 それから 緑 側に 面した 机に 向って あぐら を 

かき、 つまり、 観客に 正面 を 向いて 坐って、 書籍 

を 机の 上に 置き、 無意識の 如く パ ラバ ラ 書籍の ぺ 

ェジを もて あそびながら、 ぶっきらぼうに) 女の 

こさえ た 料理なん て、 僕 はいち どもお いしいと 

思った ことが 無 いんです。 

(しづ) (洗濯物 を 縁側に そっと 置いて、 自身 も 浅く 縁 

側に 腰 を かけ) それ はま あ。 (鷹揚に 笑って、 それ 

からしん みり) お母さんが 亡くなって、 もう 何年 

になります かしら。 



(奥 田) (ベ つに 何の 感慨 も 無げ に) 僕が ここの 小学校 

に はいった としの 夏に 死んだ のです から、 もう 二 

十 年に もなります。 

(しづ) もう、 そんなになります かねえ。 わたくし 

ども も、 お母さんのお 葬式の 時の 事 は、 よく 覚え 

ています よ。 (洗濯物 を 一 枚 一 枚 畳みながら) い 

まの、 あの、 妹さんが お父さんに 手 を ひかれて、 

しょうこう 

よちよち 歩いて お 焼香した 時の 姿が、 まだ どう 

しても 忘れられません。 あれ を 見て わたくしども 

は、 ああ、 母親と いう もの は、 小さい 子供 を 残し 

て は、 死んでも 死に きれないと 思いました。 



(奥 田) (冷静に) しかし、 母 は、 自殺した のです。 

(しづ) (顔 を 挙げて) まあ、 そんな、 あなた、 決して 

そんな。 

(奥 田) 野中 先生から 聞きました。 おもてむき は、 

ま ひ 

心臓麻痺 という 事に なって いる けれども、 たしか 

に 自殺 だ。 うちで 使って いた 色の 黒い 料理人と 通 

じて、 外聞が 悪くな つて 自殺した の だ。 だから、 

妹の 菊 代の 本当の 父 は、 どっち だか わからない。 

それで 僕のう ちで は、 旅館 を やめて、 この 土地 を 

引 払い 青 森 へ 行き 、 僕が 青 森 の 師範学校 へ はいる 

ようになったら、 こんど は、 父 は 僕 ひとり を 残し 



て 妹と 二人で 東京へ 行って しまった。 よっぽど 父 

は、 この 津軽 地方に は、 いたくなかった らしい、 

と 野中 先生に 聞かせて いただきました。 

(しづ) まあ、 あのひと は、 なんという おそろしい 

事 を 言 うんでしょう。 みんな、 もう、 根 も 葉 も 無 

い 事です。 だいいち、 あなたのお 母さんが 亡く 

なった 頃に は、 あの人 はま だ、 この 村に 来て やし 

ません。 あのひとが、 わたくしども のうちへ 養子 

に 来てから、 まだ 十 年 も 経って いないので すよ。 

その 前 は、 あの人の 生れた 黒 石の うちにいて、 黒 

石の 小学校の 先生 をして いたので すし、 この 村の 



そんな、 二十 年 も 昔の事な ど 知っている わけはな 

いじゃありません か。 ばかばかしい。 

(奥 田) (軽く) いいえ、 でも、 土地に 新しく 来た 人と 

いう もの は、 へんに その 土地の 秘密に 敏感な もの 

です よ。 

(しづ) (さびしく 笑って) でたらめで すよ。 そんな 馬 

鹿ら しい 事って ある ものです か。 (ふと 語調 を 変 

えて) あの人 は その 時、 お 酒 を 飲んで いませんで 

した か？ あなたに それ を 言った 時に。 

(奥 田) (ぼんやり) ええ、 酔って いました。 

(しづ) そうでしょう？ (意気込んで) それにき 



まっています。 あの人 は 若い 時に、 哲学 だか 文学 

だか を やった 事が あるんだ そうで、 そのために ひ 

どい 神経衰弱 になって、 それが まだす つかりな 

おって いないんで しょうね、 いまでもお 酒 を 飲む 

と、 まるでもう 気違いみたい なへんな 事 を 口走つ 

て、 ご 自分が 夢で 見た 事 を、 そのまま げんざい 在つ 

た 事みたい に、 それ はもう、 しつつ こく 言い張つ 

たりして、 いつも わたくしども は 泣かされて いま 

すので す。 そんな まあ、 料理人と、 どうの こうの 

なんて、 よくも まあ。 

(奥 田) (苦笑しながら) でも、 その、 色の 黒い 料理人 



というの は、 たしかに うちにい ましたね。 函 館の 

ひとくせ 

男 だと かいって、 ちょっとこう 一曲 ありそうな、 

…… 子供心に も 覚えて います。 

(しづ) (やや 鋭く) およしなさい、 ばからしい。 ご 人 

格に かかわり ますよ。 

(奥 田) 僕 は 平気です。 過去の 事なん か、 どう だつ 

ていいんです。 

(しづ) よか あ、 ありま せんよ。 だいいち、 あの人 

も、 失礼じゃありません か。 げんざい、 奥 田家の 

ご 総領に 向って、 そんな おそろしい 事 を 言う なん 

て、 まるで、 鬼です。 



(奥 田) 鬼 は、 ひどい。 (快活に 笑う) 

(しづ) (急き こんで) 鬼です とも。 鬼 以上 かも 知れな 

い。 あなたに は、 あの人の 真のお そろし さが、 ま 

だ わかって いらっしゃらな いのです。 お 酒 を 飲む 

と、 もう、 まるで 気違いで すし、 意地く ねが 悪い 

というの か、 陰険と いうの か、 よその ひとに は、 

ひどく あいそが いいようです けど、 内の 者に は そ 

り やもう、 冷酷と いうので しょうか、 残忍と いう 

のでし ようか、 いいえ、 ほんとう、 本当で ござい 

ますよ。 げんに あなた、 こないだ だって、 …… 。 

(奥 田) (さえぎる ように) でも、 野中 先生 は、 正直な 



いいお 方です よ。 (微笑して) 僕なん かが、 こんな 

事 を 言う の は、 それ こそ 失礼 かも 知れません が、 

これ は、 お母さん も、 また 奥さん も、 一 つ 考え直 

さなければ ならない ところが あるん じゃあり ませ 

ンゝ o 

んカ 

(しづ) まあ！ (洗濯物 を 押しの けて、 奥 田の ほ 

うにから だ をね じ 向け) たとえば？ たとえば、 

それ は、 どんなと ころで しょうか。 

(奥 田) たとえば、 …… さあ、 …… (口ごもる) 

(しづ) (勢い込んで) わたくし は、 もう、 これ だから 

いやなん です。 誰 ひとり、 わたくしどもの、 ひと 



いうんで しょうか ねえ、 素直な ところが 一 つも 無 

くて、 あれで 内心 は、 ご 自分の 出た 黒 石の 山 本の 

家が 自慢で 自慢で ならない らしく、 それ はま あ 黒 

石の 山 本の 家 は、 お 城下 まちの 地主さん で、 こん 

な 田舎の 漁師 まちの 貧乏な 家と は、 くらべものに 

ならない くらい 大きい 立派な お 屋敷に 違い ござい 

ません けれど、 な あに 地主さん だって、 今では 内 

証 は みんな 火の車 だそう じゃありません か。 昔 か 

な ► .1 うど 

ら あの 家 は、 お 仲人の 振れ 込み ほどの こと も 無く、 

ケチ くさい というの か、 不人情と いうの か、 わた 

くし どもの 考えと は、 まるで 違った 考え をお 持ち 



れ たら。 (泣く) いまごろ はもう あれ も、 立派な お 

医者に なって、 わたくしども も、 いまの ような、 

こんな 苦労 をし なくても、 …… (くどくどと、 涙 

まじりの 愚痴になる) 

(奥 田) (もてあまし 気味で) しかし、 そんな 事 をお つ 

しゃった つて、 …… 。 お母さん。 僕の、 考え直さ 

なければ いけない ところと いうの も、 つまり、 そ 

んな ところ なんです。 ここの、 野中のお 宅の ご 主 

人 は、 いま は、 あの 野中 先生なん でしよう？ 過 

ぎ 去った 事よりも、 現在が 大事じゃありません か。 

僕に は、 養子と いう もの は 本来 どんな 姿の もので 



あるべき か、 その 道徳上の 本質が よく わからない 

ん です けれども、 しかし、 あなた たちのよ うに、 

客間の 正面に、 あんな 大きな お父さんのお 写真と、 

それからお 兄さんのお 写真 を、 これ 見よ がしに 掲 

げたり なんかして 置いて は、 野中 先生 も あれで 気 

の 弱い お 方です から、 何だか 落ちつかない 気持に 

な るん じ やないで しょうか。 

(しづ) (顔 を 挙げて) それ は、 あの人が 劣って いるせ 

いです。 いたらない せいです。 わたくしどもが、 

あの 写真 を 二つ 並べて 飾って あるの は、 あの人に 

も、 死んだ 父 や 兄に 負けない くらいの 人物に なつ 



て もらいた いという、 つまり、 あの人 を はげます 

意味で、 それで、 …… 。 

(奥 田) だから、 それが、 (笑い出して) いや、 きり 

がないで すね、 こんな 事 を 言い合って いても。 (立 

ち 上り、 縁側に 出て、 鍋 を 七輪から おろし、 かわ 

てつびん 

りに 鉄瓶 を かける。 この 動作の 間に、 ひとりごと 

のように) これから も 一生、 野中 家 だ、 山 本家 だ、 

と 互いに 意地 を 張りと おして、 そうして、 どうい 

う 事になる のかな？ 僕に は、 わからん。 わから 

ん。 

(しづ) (興 覚めた 様子で) あなた も、 いまにお 嫁さん 



をお もらいに なったら、 おわかりでしょう。 (立 

ぇリ もと か 

ち 上り、 襟元 を搔き 合せ) おお、 寒い。 雪が 消え 

て も、 やっぱり 夕方に なると、 冷えます ね。 (そそ 

くさと 洗濯物 を かかえ 込んで) お 邪魔し ました。 

風 吹き 起り、 砂 ほこりが 立つ。 春の 枯葉 も 庭の 隅 

で 舞う。 

かみて 

しづ、 上手より 退場。 

(奥 田) (縁側に 立って、 それ を 見送り) おしんこ か 何 

かと どけて くれる と 言った が、 あの 工合い じゃあ 



てに ならん。 (ひとりで 笑って) さあ、 めしに しょ 

ク ゝ o 

う 力 

奥 田、 鍋 を 部屋の なかに 持ち運び、 障子 をし める。 

障子に、 奥 田の、 立って 動いて、 何やら 食事の 仕 

度 をして いる 影法師が 写る。 ぼんやり、 その 奥 田 

の 影法師の うしろに、 女の 影法師が 浮ぶ。 

その 女の 影法師 は、 じっと 立った まま 動かぬ。 外 

ゆうやみ 

は 夕闇。 

すいほ まんさん しもて 

国民学校 教師、 野中 弥ー、 酔歩 蹣跚の 姿で、 下手 

より、 庭へ 登場。 右手に 一 升 瓶、 すでに 半分 飲ん 



で、 残りの 半分 を 持参と いう 形。 左手に は、 大き 



ひらめ 



い 平目 一 一まい 絹で くくつ て ぶらさげ ている。 

(野中) 奥 田 せんせい。 や あ、 いるいる。 おう、 菊 

代さん もい るな。 こいつ あ、 いい。 大いに やろう。 

酒 も あり、 さかな も ある。 

障子の 女の 影法師、 ふっと 搔き 消す ようにい なく 

なる。 

同時に、 障子が あいて、 奥 田が 笑いながら 顔 を 出 



(奥 田) ああ、 お帰り。 (縁側に 出る) いい ご機嫌で 

すね。 きょうは、 どこか、 ご 招待で も あつたんで 

す 力？ 

(野中) ご 招待？ ご 招待と は 情ない。 (縁側に ど 

かりと 腰をおろし) いかに 我等 国民学校 教員が 常 

せきひん いえ ど 

に 赤貧 洗う が 如しと 雖 も、 だ、 あに 必ずしも 有力 

ざん こ-つよて き 

者 どもの 残 肴 余滴に あずからん や、 だ。 ねえ、 菊 

代さん、 そうじゃありません か。 (腕 をのば して 

障子 を 左右 一 ぱいに あけ 放つ) 菊 代さん！ おや、 

レるレ の 力 



(奥 田) 妹 は、 まだ 帰って来な いんです。 また、 れ 

いの 文化 会でしょう。 

(野中) (少し 落ちつき) そう。 それ は 僕 も 知っている 

ん だが、 …… しかし、 いま、 たしかに、 …… 。 

(奥 田) (静かに) きょうは、 ずいぶん お酔いに なって 

いらっしゃる ようです ね。 まあ、 お上りなさい ま 

せんか。 

(野中) (急に また 元 気づいて) ああ、 上らせて もらお 

う。 (サンダルの ような もの を 脱いで 縁側に 上り、 

よろめき) きょうは、 ひとつ、 盛大にやろ うじ や 

ないか。 このたびの 教 員大 異動に 於いて、 君 も 僕 



も、 クビ にならず、 まず 以て 無事であった。 これ 

を 祝す る 意味に 於いて、 だ、 ( 一 升 瓶と さかな を両 

かみて ふすま 

手に ぶらさげ 部屋に はいり、 部屋の 上手の 襖 を 

おもや 

あけ) おうい、 おうい。 節 子！ (と 母屋に 呼び 

かける) 

野中の 妻、 節 子、 登場。 しかし、 襖の 外にし やが 

んで いる 形な ので 観客から は 見えぬ。 

ひらめ 

(野中) (その 襖の 外の 節 子に 平目 を 手渡しながら) 

さしみ 

たったいま、 浜から あがった 平目 だ。 刺身に して 



くれ。 奥 田 先生と 今夜 は、 ここで 宴会 だ。 いい か 

い 、刺身 をす ぐに、 どつ さリ 持って来て くれ。 どつ 

さり だよ。 待て、 待て。 一 まい は 刺身に、 一 まい 

は 焼く、 という 事に したら いい。 もの 惜しみ をし 

ちゃい けね え。 お前た ち も、 食べろ。 いい かい、 

お母さん にも、 ィャ という ほど 食べさせろ。 

節 子、 無言で 静かに 襖 をし める。 

(野中) (にゃにゃ 笑いながら 一 升 瓶 を 持った まま 奥 

田の 机の 傍に 坐り) どうも、 ねえ、 漁師 まちの 先 



生 をして いながら、 さかなが 食えね えと は、 あま 

りに みじめす ぎる よ。 

なべ ちゃわん 

(奥 田) (部屋の 中央に 持ち運んだ 鍋 やら 茶碗 やら を、 

すみ 

また 部屋の 隅に 片 づけながら) さかな は、 どうで 

す、 いま。 新 円に なつてから、 すこし は 安くな り 

ました か。 

(野中) (苦笑して) 安くなら ねえ。 漁師の 鼻息ったら、 

たいした もの さ。 平目 一まい の 値段が、 僕たちの 

一 箇月 分の 給料と ほぼ 相似た る もの だからな。 こ 

の ごろの 漁師 はもう、 子供に お 小遣い を ねだられ 

ると 百 円 札なん か を 平気で くれてやって いるの だ 



からね。 

(奥 田) そう、 そうら しいです ね。 (部屋の 中央に 据 

えた 小さな 食卓 も 部屋の 隅に 取片 づけ) 子供た ち 

にあん な 大金 を 持たせる の は、 いい 事 じ やない と 

思います がね。 子供た ちの 間で、 このごろ、 ばく 

ちが はやつ ている そうじゃありません か。 

(野中) そうら しい。 何もかも、 滅茶苦茶 さ。 (語調 

を かえて) 君、 その 食卓 は、 そこに 置い といた ほ 

うがいい よ。 金の 話なん か、 つまらない。 飲もう。 

茶 呑 茶碗 を 一 一 つ 貸して くれ。 



奥 田、 また その 小さい 食卓 を 部屋の 中央に 据えて、 

それから、 茶 呑 茶碗 を 取りに 縁側へ 出る。 

(野中) (その 間に、 ふと、 傍の 机の 上に ある 奥 田の 読 

みかけの 書籍 を 取り上げて) フランス 革命 史、 な 

んだ、 こんな もの を 読んで いるの か。 よせ、 よせ。 

歴史 は 繰り返し やしね え。 (軽く 書籍 を 畳の 上に 

ほうり 出す) 歴史 は 繰り返す なんて、 どだい、 あ 

れは、 君、 弁証法 を 知らん よ、 なんてね、 僕 もこ 

れはー つ、 社会党へ でも はいって 出世 をしょう か 

な。 つまらない。 飲もう！ 飲んで 鬱を 晴らそう。 



汝、 無力なる 国民学校 教師よ。 

二人、 小さい 食卓 を はさんで あぐら を搔 き、 野中 

は、 二つの 茶 呑 茶碗に 一升瓶の 酒 をつ ぐ。 

(野中) 乾盃！ (ぐっと 飲む) 

(奥 田) (飲み かけて、 よす) なんです か？ これ は。 

ガソリンの ような においが します ね。 (そのまま 

茶碗 を 食卓の 上に 置く) 

(野中) サン ト リイ。 

(奥 田) え？ 



(野中) サン トリ ィゥ イス キイ。 (と 言いながら 一 

升 瓶 を 目の 高さまで 持ち上げ、 電燈の 光に すかし 

て 見て) 無色 透明なる サン トリ ィゥ イス キイ。 一 

升 百 五十 円。 

(奥 田) 冗談 じ やない。 

(野中) いや、 そこが 面白い ところ さ。 僕 だって 知つ 

てるよ、 これ は 薬用 アル コ— ルに水 を 割った だけ 

の もの さ。 しかし だね、 僕に これ を サン トリ ィゥ 

イス キイ だと 言って 百 五十 円で ゆずって くれた 人 

は、 だ、 いいかね、 その ひとは、 この 村の 酒飲み 

のさる 漁師 だが、 この ひと 自身 も、 これ を サン ト 



く、 ぼつと 酔う。 そこで だ、 僕 は、 彼等から 一 升 

を わけて もらって、 彼等と 共に 大いに 飲んだ。 や 

はり、 サン ト リイに 限る、 サン トリ ィを 飲む と、 

他の 酒 はまず くて 飲まれん、 なんて 僕 はお 世辞 を 

言って ね、 そうして 妙に 悲しかった よ。 (言いな 

がら、 自分で 注いで 自分で 飲む) あ、 そうだ、 煙 

たま 

草 も あるんだ。 吸い 給え。 たくさん あるんだ。 

うわぎ 

(上衣の ポケットから、 バラの 紙 巻 煙草 を 一 つか 

み 取り出し、 食卓の 上に 置く) やっぱり、 あの 漁 

師 たちから、 わけて もらって 来たんだ。 まったく、 

あいつら のと ころに は、 问 でも あるな あ。 



(奥 田) (ほとんど 無表情で 煙草 を 一 本と り) いただき 

ます。 (ズボンの ポケットから、 マッチ を 取り出 

し 煙草に 点火す る) 

(野中) みんな あげる。 みんな あげる よ。 僕に は、 

まだまだ たくさん あるんだ。 (さらに 酒 を ひとり 

で 注いで 飲んで) 

あなた じ や 

ない のよ 

あなた じ や 

な レ 

あなた を 



待って 

いたの じ やない 

という 歌 を 知ってい るかね。 これ はね、 「ドア を 

ひらけば」 という この頃の 流行歌 だが ね、 知らん 

のか、 君 は。 聞いた 事が 無い のかね。 これ は 意外 

だ。 怠慢の 二字に 尽きる。 フランス 革命 史 なんか 

より は、 現代の 流行歌の ほうが、 少く とも 我々 に 

とって は 重大で はない か。 いやしくも 君、 国民 学 

校の 教師で ありながら、 君、 (言いながら、 また 酒 

を 注いで 飲んで) 現代の 流行歌 一 つ ご存じな いと 

は、 君。 



(奥 田) 大丈夫で すか？ そんなに 飲んで。 

(野中) 大丈夫、 だいじょうぶ。 これ は 君、 サン ト 

リイ ウイ ス キイと いう 高級品 じ やない か。 馬鹿に 

ひとくち 

するな。 君 も そんなに 気取って ないで 一 口 まあ、 

こころみて ごらん。 

あなた じ や 

ない のよ 

あなた じ や 

な レ 

あなた を 

待って 



いたの じ やない 

ちょっと いいね、 これ は。 失恋の 歌 だそう だよ。 

あわれ じ やない か。 まあ 一 つ 飲め。 ( 一 升 瓶 を 持 

ち 上げる) 

(奥 田) (それ を 制して) いや、 僕の はま だ ここに 一 ば 

いあります。 (苦笑しながら、 申し わけみ たいに 

ちょっと 自分の 茶碗に 口をつけ、 すぐ また それ を 

卓の 上に 置き) どうも、 これ は。 

(野中) いのちが 惜しい か。 (笑う) 

かみて 

上手の 襖 しずかに あく。 



野中の 妻、 節 子、 大きい お 皿 二つ を 捧げて はいつ 

て 来る。 一 つのお 皿に は 刺身、 一 つのお 皿に は 焼 

ざ かな 

き 肴 。 

(野中) や あ、 来た、 来た。 おう、 こり やまた 豪華 

だね。 多すぎる ぞ、 これ あ。 

(節 子) (にこりと もせず、 食卓の 上を片 づけて、 その 

二つの 皿 を 置き) これで、 全部で ございます。 

(野中) 全部？ (顔 を 挙げて、 節 子の 顔 を 見る) 

お母さん は？ 食べない のか？ 

(節 子) (まじめに) あの、 わたくしども は、 ごはん は 



もう、 すみました。 

(野中) (憤然と) そうか。 (矢庭に 食卓 を ひつく リか 

ひらめ 

えす) 久しぶりの 平目 じ やない か。 お母さん にも 

お前に も、 みんなに 食べても らいたくて 買って 来 

たんだ。 それ を、 なんだ。 きたない ものみた いに 

き び 

して、 気味の わるい ものみた いにして、 一 口 も 食 

ベ て くれないと は、 あまり、 あんまり、 ひどい じ や 

ないか。 (泣き声になる) 

節 子、 無言で、 その 辺に 散らばった 肴 を 皿の 上に 

拾い集める。 



(野中) やめろ！ 拾う の は、 やめて くれ。 それ は 

皆、 捨てち まえ！ 拾い集めて もらって、 また 食 

み じ 

ベる なんて、 あまり 惨め だ。 惨めす ぎる。 少し は 

こっちの 気持 も 察して くれよ。 (上衣の 内 ポケッ 

ト から、 白い 角 封筒 を 出し、 節 子の 手 もとに ほうつ 

て やって) まだ、 七、 八 百 円 は 残って いる 害 だ。 

新 円 だぞ。 それで 肴 を 買って 来い。 たったいま 

た い まぐろ 

買って 来い。 ケ チケチ するな。 鯛で も 鮪で も、 

漁師の 家に ある もの を 全部 を 買って 来い。 ついで 

に 甚兵衛 のと ころへ 寄って、 この サン トリ ィ ウイ 



ス キイが まだ 残って いたら、 もう 一升 ゆずっても 

ら つて 来い。 これから また 僕 は 飲み 直 すんだ。 そ 

うして、 ぜひとも、 お母さんと お前に、 肴 を 食べ 

て もら うんだ。 

(節 子) (角 封筒の ほうに は 目 も くれず、 黙って うな だ 

うか か 

れ ている。 やがて 静かに 面 を 挙げて) あの、 お 伺 

いしたい 事が ございます。 

(野中) (たじろぎ) 何 だ。 何 か 文句が あるの か。 

(節 子) (緊張した 声で) あなた は、 いったい、 …… 。 

しもて か 

この 時、 舞台 下手より 庭先へ、 学童 二 名龃け 込み、 



「先生！ 奥 田 先生！」 と 叫ぶ。 

奥 田 教師、 縁側に 出る。 学童 二 名、 息せ き 切って 

ささや 

何やら 奥 田 教師に 囁 く。 

(奥 田) (それ を 聞いて) そうか、 よし。 すぐ 行く。 (部 

屋へ はいって、 壁に かけて ある 自身の 上衣 をと つ 

て 着ながら 野中に) 妹が 警察に 挙げられました。 

マ —ジ ヤンとば く 

ばくちです。 麻雀 賭博 を 学校の 子供た ちに 教えて 

やって いたのです。 たぶん、 そんな 事 じ やない か 

と 思って いました。 ちょっと 警察に 行って 来ます。 

えしゃく 

(会釈して、 縁側に 出て、 はきもの を 捜す) 



(野中) (蹌踉 と 立ち上り) 僕 も 行く。 

(奥 田) (靴 を はきながら) だめ、 だめ。 あなた はもう、 

どだい、 歩け やしま せんよ。 (学童た ちに 向い) さ、 

行こう。 

しもて 

奥 田 教師、 学童 二 名と 共に 舞台 下手に 走り去る。 

(野中) (夢遊病者の 如く ほとんど 無表情で 歩き、 縁側 

から 足袋 はだしで 降りて) 僕 も 行く。 

野中 教師、 ほとんど 歩行 困難の 様子 だが、 よろめ 



き、 よろめき、 足袋 はだしの まま 奥 田 教師た ちの 

あと を 追い 下手に 向う。 

節 子、 冷然と 坐った ままで いたので あるが、 ふと、 

ひざもと 

膝元の 白い 角 封筒に 眼 をと め、 取り あげて 立ち、 

縁側に 出て はきもの を 捜し、 野中の サンダル を 

つっかけ、 無言で 皆の あと を 追う。 

I 舞台、 廻る。 

第三 場 

舞台 は、 月下の 海浜。 砂浜に 漁船が 三艘 あげられ 



すこし 離れて、 その 影の 如く、 妻 節 子、 うなだれ 

て つき 従う。 

(野中) (舞台 中央まで 来て、 疲れ果て たる 者の 如く、 

かたわらの 漁師に 倒れる ように 寄り かかり) ああ、 

頭が痛い。 これ あ、 ひどい。 

節 子、 無言で 野中に 寄り添い、 あたり を 見廻し、 

それから 白い 角 封筒 を そっと 野中に 差し出す。 角 

封筒 は 月光 を 受けて、 鋭く 光る。 



(野中) (力 弱く それ を 片手で 払いの ける ようにして) 

それ は、 お前から、 菊 代さん にやって くれ。 

節 子、 そのままの 形で、 黙って 野中の 顔 を 見つめ 

ている。 

(野中) いやなら、 いい。 (節 子の 手から 封筒 を ひつ 

たくり、 自身の 上衣の ポケットに ねじ 込み) 僕 か 

ら、 返して やる。 (急に また、 ぐたり となって) し 

かし、 お前 は、 強いな あ。 …… 負けた、 負けた。 

僕 は、 負けた よ。 お前た ちの こんな 強さ は、 いつ 



(節 子) (落ちついて) あなた は、 はずかし くないので 

す 力？ 

うめ 

(野中) (呻く) うう む、 ちえつ、 ちくしょう！ (顔 

を 挙げて) 全人 類 を 代表して お前に 言う。 お前 は、 

悪魔 だ！ 

(節 子) (冷く) なぜです か！ 

(野中) わからん のか？ 人が 死ぬ ほど 恥 かしがつ 

ている その 現場に 平気で 乗り込んで 来て、 恥 かし 

やつ 

くありません かと 聞け る 奴 あ 悪魔 だ。 

(節 子) あなた は、 はずかしがって いません。 

(野中) どうして わかる？ どうして、 それが わか 



るんだ。 

(節 子) (無言) 

(野中) イエス 答 をな し 給わず、 か。 お前の その、 

何も 物 を 言わぬ という 武器 は、 強いね え。 あんま 

り、 いじめないで くれよ。 ああ、 頭が痛い。 

(節 子) これから、 どうな さるので すか？ 

(野中) 死 ぬんだ。 死 にゃあい いんだろう？ どう 

せ 僕 は、 野中 家の 面よ ごしなん だから、 死んで 申 

しわけ を 致します です よ。 (崩れる ように、 砂の 

上に あぐら を搔 き) ああ、 頭が痛い。 切腹 だ。 切 

腹 をして 死んで しま うんだ。 



(節 子) ふざけて いる 時で は ございません。 菊 代 さ 

んを、 あなた は、 どうな さるお つもりです。 

(野中) どうもこう も 出来 やしね え。 ああ、 頭が 痛 

い。 (頭 を かかえ 込んで、 砂の 上に 寝ころび) 負け 

たんだよ、 僕たち は。 僕と 菊 代さん は、 お前た ち 

はんぎゃく 

に 叛逆 をた くらんだ が、 お前た ち は 意外に 強くて、 

僕たち は 惨敗 を 喫したん だ。 押せ ども、 引け ども、 

お前た ち は、 びくと もしね え。 

(節 子) だって、 あなたた ち は、 間違った 事 をして 

いるので す もの。 

ゆる 

(野中) 聖書に これ あり。 赦 さるる 事の 少き者 は、 



その 愛する 事 もまた 少し。 この 意味が わかる か。 

やつ 

間違い をした 事がない という 自信 を 持って いる 奴 

に 限って 薄情 だ という 事 さ。 罪 多き 者 は、 その 愛 

深し。 

きべん 

(節 子) 詭弁です わ。 それで は、 人間 は、 努めてた 

くさん の 悪い 事 をした ほうがい いのです か？ 

(野中) そこ だ！ 問題 は。 (笑う) 何が、 そこ だ！ 

だ。 僕 はい ま 罪人なん だ。 人 を 教える 資格なん か 

無い のに、 どうも、 永く 教員なん かしてい ると、 

教壇 意識が つきまとつ ていけね え。 いったい、 こ 

の 国民学校の 教員と いう ものの 正体 は 何 だ。 だい 



やっぱり 同じ 事なん だぜ。 あきらめろ、 あきらめ 

ろ。 

(節 子) (鋭く) なんです の？ (幽かに 笑い) へんな 

事 を おっしゃ います わね。 

(野中) 知って るよ。 お前の あこがれの ひとは、 誰 

だか。 

(節 子) まあ！ そんな。 よして 下さい！ 下劣で 

すわ。 

(野中) なんでも 無い じ やない か。 人間 は 皆、 あこ 

がれの ひと を 二人 や 三人 持って いるもの だ。 で、 

どうなん だい？ その後の 進行 状態 は。 



(節 子) わたくしに は、 あなたの おっしゃる 事が、 

ち つ とも わかりません。 

(野中) よし、 それじゃ、 わかる ように 言って やろ 

う。 お前 は、 きょう 僕の 帰る 前に、 奥 田 先生の 部 

屋に 行って いたね。 

(節 子) (はっきり) ええ、 まいりました。 奥 田 先生が 

おひと りで 晚ご はんのお 仕度 をして いら つし やる 

という 事 を 母から 聞いて、 何 かお 手伝いで もしよ 

うかと 思って お 部屋 をの ぞいて みました。 

(野中) それ は、 ご 親切な 事 だ。 お前に も それだけ 

の 愛情が あると は 妙 だ。 いいこと だ。 美談 だ。 し 



かし、 僕が 外から 声をかけた とたんに、 お前 はふ つ 

と 姿 を かき 消した が、 あれ は、 どういう ご 親切 か 

ら なんだい？ 

(節 子) いやだった からです。 

(野中) へんだ ね。 

(節 子) (泣き声に なり) いったい、 なんとお 答えした 

らいいの です。 

(野中) まあ、 いいや。 よそう。 つまらん。 どうせ 

お前に は、 かないつ こな いんだ。 ああ、 あ。 世 は 

とラ とラ 

滔々 として 民主 革命の 行われつつ あり、 同胞 ひと 

しく 祖国 再建の ため、 新しい スタ ー トラインに 並 



んで 立って 勇んで いるのに、 僕 ひとり は、 なんと 

いう 事 だ。 相 も 変らず 酔い どれて、 女房に 焼き も 

ち を 焼いて、 破廉恥の 口争い をしたり して、 まる 

で 地獄 だ。 しかし、 これ もまた 僕の 現実。 ああ、 

眠い。 このまま 眠って、 永遠に 眼が 覚めなかった 

ら、 僕 もた すかる の だが な あ。 (眠った 様子) 

(節 子) (野中の 肩に 手 を かけて) もし、 もし。 (肩 を 

ゆす、 <;! る ) 

(野中) (なかば、 うわごとの 如く) 殺せ！ うるさい！ 

あっちへ 行け！ 



奥 田 教師、 上手より、 うろうろ 登場。 

(奥 田) あ、 おくさん！ (寝て いる 野中 を 見て い 

よいよ 驚き) どうし たんです、 これ あ。 

(節 子) あなたの 後 を 追って ここまで 来て、 寝て し 

まいました。 それよりも、 菊 代さん は？ いかが 

でした の？ 

(奥 田) いや、 それが ね、 あの 子供た ち を 途中で 見 

失って しまい ましてね。 とにかく、 僕 ひとり 警察 

の 前まで 行って、 それとなく 中の 様子 をう かがつ 

て 見たん です が、 ばかに 静かで、 べつに 変った 事 



も 無い ようなん です。 へたに 騒ぎ立てて 恥 を かい 

て もつ まりません し、 さっきの 生徒た ち を 捜して、 

もういち どよ く 聞きた だそうと 思って、 引返して 

来たと ころなん です。 ことによ つたら、 あいつ、 



(節 子) え？ 

(奥 田) いや、 ベ つに、 …… 。 

(節 子) 奥 田 先生！ わたくしども は、 菊 代さん に 

何 か 悪い 事で もした のでし ようか。 

(奥 田) (あらたまって) なぜです か？ 

うそ 

(節 子) ばくちで 警察に 挙げられ たなんて、 噓 です。 



わたくしに は、 もうみ な、 わかりました。 (急に 泣 

き 出す) あんまりで すわ。 あんまりで すわ。 なぜ 

わたくしども はこん なに、 菊 代さん にから かわれ 

なければ ならない のです。 

(奥 田) すみません。 実は、 僕 も、 警察の 前まで 行つ 

て、 すぐ これ あ 菊 代に 一 ぱい 食わされ たなと 思つ 

たのです が、 しかし、 もしそう だとしても、 なん 

のために、 子供た ちまで 使って、 こんな、 ばから 

しい 狂言 を、 …… 。 

(節 子) それ は、 わかって います。 菊 代さん は、 野 

中 をけ しかけて 酒 や 肴 を 買わせて、 そうして わ 



たくし や 母にまで ごちそう させて、 それから、 そ 

のお 金 は 実は 菊 代さん がば くちで もうけた お金 だ 

という 事 を 知らせて、 いい 気持で ごちそう になつ 

ろうばい 

ている 母 やわた くしが みっともなく 狼狽す る さま 

を、 かげで ごらんに なって あざ笑う つもりだった 

のでしょう けれど、 でも、 それにしても、 策略が 

あくどす ぎます。 あんまり、 意地が わるす ぎます _ 

(奥 田) すると？ あの 金 は？ 

(節 子) ご存じじゃなかった のです か？ 菊 代さん 

のお 金です。 

(奥 田) そうです か。 いや、 いかにも、 あいつの や 



りそうな いたずら だ。 (笑う) 

(節 子) まだあります。 野中に たきつけて、 わたく 

しと あなたと、 …… 。 

(奥 田) (まじめに なり) しかし、 おくさん。 妹 はばか 

や つ はず 

な 奴です が、 そんな、 くだらない 事 は 言わない 害 

です。 

(節 子) でも、 野中 はさつ き、 わたくし を 疑って い 

るよう な、 いやな 事 を 言いました。 

(奥 田) それじゃ あ、 それ は 野中 先生 ひとりの 空想 

です。 野中 先生 は 少し ロマンチストです からね。 

いっか 僕と 議論した 事が ありました。 野中 先生の 



題に 過ぎない の だ。 この 世の中 は、 決して 美しい 

ところではない けれども、 しかし、 そんな 無限に 

醜悪な ところではない。 おそろし いのは、 空想の 

世界 だ、 とま あ 言った のです が、 どうも、 野中 先 

生の 空想に は 困ります。 

(節 子) (変った 声で) でも、 それが 本当 だったら？ 

(奥 田) (どぎ まぎして) え？ 何が です か？ 

(節 子) 野中の その 空想が。 

(奥 田) おくさん！ (怒った ように) 何 を おっしゃ 

るので す。 

(節 子) (声 を 挙げて 泣き) わたくし は 今まで 何 一 つ 悪 



い 事 をした 覚えが ありません。 それな のに、 なぜ 

みなさんが わたくし を こんなに いじめる のでし よ 

う。 わたくし は 自身の 楽しみ は 一 つもせ ずに、 野 

中の 家の ために 努めて 来ました。 家の 名誉 を 大事 

に 守る というの は 悪い 事です か？ 教えて 下さい _ 

あすの 生活の 不安の 無い ように、 辛抱して むだ 遣 

い をつつ しむと いうの は 悪い 事です か？ 田舎 女 

うち 

は 田舎 女らしく、 音楽会 や 映画に も 行かず 家の 中 

で 黙って 針仕事 をして いる 事 は、 わるい 事です 

か？ 小説 も 読まず 酒 も 飲まず 行儀 をよ くして 男 

の ひとと 間違い を 起さない というの は、 悪い 事で 



した。 先生、 教えて 下さい。 わたくし はもう、 何 

がどうな のか、 わから なくなって 来たので す。 わ 

たくしの どこが いけなくて、 みんなが わたくし を 

こんなに いじめる のです か。 

(奥 田) おくさん。 善悪の 彼岸と いう 言葉が ありま 

すね。 善と悪との 向う 岸です。 倫理に は、 正しい 

事と 正しくない 事と、 それからもう 一 つ 何 か ある 

んじ やないで しょうかね。 おくさん のように、 た 

だもう、 物事 を 正、 不正と 二つに わけよう として 

も、 わけ 切れる もので はな いんじゃないで すか？ 

(節 子) よく わかりません けれど、 それで は、 わた 



くしが 何 か 間違い を 起しても？ 

(奥 田) (笑って) それ あいけ ません。 どだい、 不自然 

です よ。 それ こそ、 おくさんの 空想の 領域です。 

おくさん は、 野中 先生 をず いぶん 大事に してい 

らっしゃる。 それが また、 おくさんの 生き甲斐な 

のでしょう？ ばかばかしい 空想 はやめ ましよ う。 

おくさん、 今夜 は、 どうかして いますね。 現実の 

問題に かえりましょう。 (語調 を あらためて) 僕 

たち は、 お宅から 引越します。 問題 は、 それだけ 

です。 僕 は 学校の 宿直室へ 行きます し、 妹 は、 あ 

れは、 東京へ また 帰った ほうがいい だろうと 思い 
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遠くから、 はる、 こうろうの 花の えん、 の 合唱が 

聞え る。 学童た ちの 声に まじって、 菊 代らし き 女 

の 声 もま じる。 

間。 

(節 子) (冷静に なリ、 顔 を 挙げて、 はっき リ) そうお 

E レ 致します 

(奥 田) (かえって まごつき) なんです か？ 



(節 子) (それに かまわず、 遠くの 歌声に 耳 を 傾け) あ 

あやって 歌 をうた つて 遊ぶ のが、 都会 ふうで、 そ 

うして 文化的と かいう もので、 日本 はこれ から、 

男 も 女 もみん な、 菊 代さん のようになら なければ 

ならない のでし ようか。 わたくしの ような、 旧式 

な 田舎 女 は、 もう、 だめな のでし ようか。 わたく 

しに は、 やっぱり どうしても、 わかりません わ。 

なぜ、 人間 は、 都会 ふうで なければ いけない ので 

す。 なぜ、 田舎く さいの は、 だめなん です。 

(奥 田) 人間が だめになつ たんです よ。 張り合いが 

無くなつ たんです よ。 大 理想 も大 思潮 も、 タカが 



知れて る。 そんな 時代に なつたん です よ。 僕 は、 

いまでは、 エゴイストです。 いつのまにやら、 そ 

うなって 来ました。 菊 代の 事 は、 菊 代 自身が 処理 

する でしよう。 僕たち 二十代の 者 は、 或る 点で は、 

おとな 

あなたた ちよりも ずっと 大人 かも 知れません。 自 

己に 就いての 空想 は、 少しも 持って いません。 

(節 子) (しずかに) それ は、 どんな 意味です の？ 

(奥 田) 妹 は 妹、 僕 は 僕、 という 事です。 いや、 人 

は 人、 僕 は 僕、 と 言っても いい かも 知れない。 お 

くさん、 あんまり 他人の 事 は 気にしない ほうがい 

いです よ。 



(節 子) でも、 菊 代さん は、 わたくしども をい じめ 

ます。 野中 を そそのかして、 わたくしどもの 家庭 

を、 ：：•• 。 

(奥 田) (笑って) 引越し ますよ、 すぐに。 

(節 子) (にくしみ を 含めて) たすかります わ。 

歌声 すこしずつ 近くなる。 

風 吹く。 枯葉 舞う。 

(奥 田) 寒くな りました ね。 (寝て いる 野中の ほう 

を 顎で しゃくって) どうします か？ ずいぶん 今 



夜 は 飲んだ からな あ。 

(節 子) 悪い お 酒 じ やな いんです か？ 頭が痛い 痛 

いと 言つ ていました けど。 

(奥 田) だいじょうぶでしょう。 あれと 同じ 酒 を、 

漁師た ちが 朝から 飲んで いて、 それで なんとも 無 

いようで すから。 

(節 子) でも、 あの人た ちと 野中と では、 からだが 

まるで 違います もの。 

(奥 田) 試験 台に はなり ません か。 (笑う) どれ、 僕 

が 背負って 行って やろう かな？ 

(節 子) (それ を さえぎって、 鋭く) いいえ。 わたくし 



が 致します。 もう、 お 手数 はかけ ません。 

(奥 田) 他人 は 他人、 旦那 は 旦那です か。 (いや 味な 

く 笑う) その ほうがい いんです。 それじゃ 僕 は 

ちょっと、 あの (と 歌声の ほう を 指さし) チン ピ 

ラの音 楽団の ほうへ 行って、 妹 をつ かまえて、 事 

の 真相 を 問いた だしてみ ましょう。 つまらない 

いたずら かみて 

悪戯 をし やが つ て。 (言いながら 気軽に 上手より 

退場) 

風 さらに 強く 吹く。 

歌声い よいよ 近づく。 



(節 子) (奥 田 を 見送り、 それから、 しゃがんで 野中の 

か ぜ 

肩 を ゆすぶる) もし、 もし。 風邪をひきます よ。 

さ、 一 緒に 帰りましょう ね。 (野中の 手 をと リ) ま 

あ、 こんなに 冷くな つて。 すみませんで したわね 

わたくしが 悪かった のよ。 あなた、 どうな さった 

の？ (顔 を 近寄せる) あなた！ (狂乱の 如く 

野中の 顔、 胸、 脚な ど 撫で まわし) もし、 あなた！ 

(突然 立ち上って 上手に 走り) 奥 田 先生！ 奥 田 

せんせい！ (また 馳 せかえ り、 野中の 死体に 武 

者 振りつ いて 泣く) すみません、 すみません。 あ 



なた、 もういち ど 眼 を あいて。 わたくし は、 心 を 

いれかえ たのよ。 これから はお 酒のお 相手で も 何 

でもし ようと 思って いました のに、 あなた！ (号 

泣す る) 

風。 枯葉。 歌声。 
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